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ANTI 

 

カンピオーネ・ヌオーヴェ情報 バルトネッラ 

Alcuni commenti dalle 600 pagine del mio 
libro di testo Bartonella in attesa. 

 

ラ・バルトネッラ・エ・ララ? 



8% のポポラツィオーネ、2 番目のデッロの仕事、そ
してあらゆる状況を考慮した最適な方法を検討し
てください。 

バルトネッラ・ネル・サングエの DNA の 20%を確
認してください。 [署名。ドラモンド。他。 PLoS ネグ
ル・トロップ・ディス. 2023 giugno;17 (6)]。 

 

バルトネッラに問題はありますか? 

アッソルタメンテ トゥット。ペルシェ？地球上のすべ
てのこと、すべてのことを調べて、すべてのことを調べ
て、すべてのことを理解してください。クアランケ・コー
サ。 

 



バルトネッラを食べますか? 

最も重要な医学は、医療に必要な情報を提供す
ることです。安全な管理と治療のための医療処置
を行っています。 

 

------------------------------------------------

-- ------------ 

「バルトネッラの感染症は、パニックやうつ病に影響
を及ぼしていますか?」ジェームズ・L・シャラー医学博
士ほか 

[ダルブログメディコパーソナルコンサルト.com]。 

 

「バルトネッラの感染症は、パニックやうつ病に影響
を及ぼしていますか?」ジェームズ・L・シャラー、他。バ



ルトネラと精神病の感染症に関する研究を行って
います。 

すべての専門家が、バルトネッラ フェリスチェ イル ト
ゥオー モレ エイ トゥオイ ペンシエリを学びます。攻撃
性を挑発し、攻撃的な攻撃を仕掛け、不正行為
を行い、パサートでの攻撃を阻止します... 

1. Bartonella possono の感染症は、パニックや
うつ病への影響を及ぼします。 Galaxy Diagnosti

cs、 TLabs 、IGENEX または DNA 接続について
詳しく知りたいですか?バルトネッラの素晴らしい研
究室です。 

2. バルトネッラの感染は大脳に影響を与えません
。調査は、すべての情報と、完璧なサングイグニと



、セルヴェッロのリドッタ オシゲナツィオーネを確認し
ます。 

3 診断を適切に行うためのオプション。 

バルトネッラの重要なテストは、原則として行われ
る必要はありません。バルトネッラの新しい出版物
を探します。 

Ad esempio, un uomo di 30 anni ha svilupp

atograve ansia, agitazione e pressure dopo 

essere stato morso da una zecca.私は、標準
的な精神病治療を行っているにもかかわらず、抗
生物質と精神病治療薬の組み合わせを適切に
管理しています。 



バルトネッラ コルピスコノ イル チェルヴェッロの感染
症。あらゆる内部の細胞の内部に侵入し、完全な
内部構造を再現し、すべてのパレティ デイ ヴァシ サ
ンギーニを攻撃します。完璧なサングイグノとセルヴ
ェッロのリドッタ オシゲナツィオネをすべて備えていま
す。精神病の可能性を探る研究。 

バルトネッラの研究室の専門性と優れた研究室で
、バルトネラの研究室ごとにテストを検討し、医療
と患者の準備を自動的に行います。あなたの人生
を最大限に楽しんでください: 

a. IgeneX Labs: Bartonella の数値テストを行っ
ています。あなたのアイデアを考えて、私はオフロ
ノをテストしてください。バルトネッラの文化を創
造する可能性を検討してください。バルトネッラ



の素晴らしいパートをマンチェラは、バルトネッラを 

100% 保証しています。 PCR や FISH に費やす
必要はありません。 

b. Galaxy Labs: IFA をテストしてみました。可能
な場合は、 ddPCR検査ごとにカンピオーニ ディ 

サングエを実施してください。 

c. TLABS は、バルトネラのバイオフィルムの生産性
と 2 月のライムの最も優れたバイオフィルムを視
覚化します。 

d. DNA 接続は、 DNA を最大限に活用するのに
最適です。 Questo には Bartonella が含まれ
ます。リチェドノ・ウン・カンピオーネ・ディ・ウリーナ。 

L'ARTICOLO N. 1 SU Bartonella CHE CAUSA うつ病、イライラ
、パニコ、アンシア、ミオ。 

コンディバイド・アファシナンティ・デターグリ・デル・パジエンテ。 



-------------------------------------------- 

バルトネッラの不安やパニック、うつ病の影響
はありますか? 

James L. Schaller 、MD、MAR、他アル 

ナポリのメディチ専門医師、 

 

メディシナ・ジェネラル・メディスケープ。 

2007年; 9(3): 54.PMCID : PMC2100128。 PMID: 18092060 

 

はじめに 

ラ・バルトネッラは、非常に危険な状況にあり、周辺地
域と田舎の地域を危険にさらしています。私は、2 種ご
との定期的なオフロノ テストをソロで行うための研究所
であり、9 年間の状態のスコープで、15 年に 15 年間
の検査が行われます。バルトネッラの日常的な治療法

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/18092060


に従って、バルトネッラの状態を把握し、重大な病気を
考慮する必要があります。異常な状態には、視覚的
歪み、ドロレ・アドミナーレ、重篤な異常、異常な重度の
異常、トロンボシトペニカ、骨性疾患、アートライト、アセ
ッシ、問題のある心臓の心臓、および弁論状心臓痛が
含まれます。バルトネッラの研究は、マラッティの神経学
的原因、マラッティの精神医学、飯能の限界を超えて
起こります。集中力のない集中力のある精神科医と、
偶発的な共産主義の単独の危険性。クエストでは、パ
ニックやうつ病に対処するための情報、バルトネッラの特
徴を理解するための情報を提供します。 

メトディ 

患者は、パニックに陥ったうつ病やパニック障害など、個
人的な症状や不安を抱えた患者の治療に積極的に
取り組んでいます。バルトネッラに関する証拠に関する
過去の状況を調査します。医療と精神医学の進行状



況を監視し、バルトネッラの状況を監視し、状況に応じ
て安全な状況を監視します。 

リスルティ 

私は、正常な機能ごとに抗うつ薬、ベンゾジアゼピンま
たは抗精神病薬の治療を行っています。バルトネッラ感
染症に対する抗生物質の安全確保と予防措置の確
保を目指します。非常に重要な影響を及ぼしているの
は、そのトルナティ・アル・ロロ・スタト・ディ・サルート・メン
タル・ディ・ベース・先行メンテ・サノ・準常態である。 

ディスカッション 

Nuove specie di Bartonella stanno emergendo 

Come infezioni umane。ポリメラーゼ対策 (PCR) に
よる検査診断の非処理の重大な瞬間。さまざまな機
能を備えたマニュアルを作成し、さまざまな機能を備え
たさまざまな機能を備えた、安全な機能を備えた、視



覚的な視覚化された視覚的な技術と、限界に達した
検査機能を備えています。緊急事態が発生した場合
、バルトネッラ ネグリ エッセリ ウマーニは、感染症や感
染症、微生物学、病理学的問題など、非常に重要な
情報を提供します。 

結論 

バルトネッラと同様の症状を呈し、深刻な精神病を引
き起こす可能性があります。バルトネッラの感染症の危
険性を認識し、バルトネッラの安全性を確認し、最高
の感染症と血管腫の危険性を確認します。私はバルト
ネッラの研究室と装飾品の一般的な研究を行っていま
す。バルトネッラの可能性を最大限に発揮し、バルトネ
ッラの可能性を最大限に活用して、さまざまな問題を
解決し、精神的な面で最善を尽くすことができます。神
経学的障害の原因となるバルトネラの危険性を指摘し



、精神医学の障害を引き起こす可能性があることを報
告します。 

ヴァイア： 

はじめに 

ラ・バルトネッラは、さまざまな種類の設定で、皮膚の損
傷、陰性、陰謀、悪影響を及ぼします。 [1 , 2]動物と
動物の出会い、その港への移動。ラ・バルトネッラは、
完璧なヴェットーリと、フェツィオーネ・トラ・キュイ・プルチ、
フェシ・デッレ・プルチ、レッカーテ・オ・グラフィー・ディ・ガッ
ト、ゼッチェ、ピドッキ、そしてモッシュ・チェ・モルドノを持っ
ています。 [3 – 6]私は、最高の人生を送り出すために
、その特別な場所を訪れ、落書き、モルシーをレクケート
します。 [7 ～ 10] 

La Bartonella si trova nelle città、nelle periferie、
nelle Zone田舎、 [11 – 14] ed è un'infezione em

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R1
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R2
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R3
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R6
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R7
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R10
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R11
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R14


ergente。究極の判断、バルトネッラの状況をオーメント
で確認し、私は精神病の状況を完全に把握し、第一
次世界大戦と第二次世界大戦のモンディアルを混乱
させます。 Ad esempio、およそ100万ディ・ソルダティ・
デュランテ・ラ・プリマ・ゲッラ・モンディアーレ・フロノ・コルピ
ティ・ダラ・バルトネッラ・キンタナ、 [15]男性は、リポルタ
ローノのモルト・スッレ・マニフェスタツィオーニ精神病を訴
えて医療を再開します。 

最大 15 個の状態で特定されたバルトネラの数は 9 個
です。B henselae 、B elizabethae 、B grahamii 、B 

vinsonii subsp .アルペンシス、B vinsonii subsp. ber

khoffii 、B grahamii 、B washoensis 、最近のニュー
ス、 B koehlerae 、B rochalimae 。 [16 – 20] 2 種
ごとに、グランディ ラボラトリ ナツィオナリ オフロノ テスト
をソロで行います[21 – 23] ( B quintana e B hensela

e )。 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R15
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R16
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R20
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R21
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R23


バルトネッラプレゼンターの「アティピケ」は、医療のさまざ
まな問題を解決するために必要な情報を提供します。 

Ad esempio、 la Bartonella può causare anomali
e della vista、febbre prolungata、dolori articolari

、infiammazioni polmonari、malattie respiratorie 

e granulomi in tutto il corpo。時折、心臓の異常、
脾臓の異常、トロンボシトペニカ、骨性感染症、膿疱
性丘疹、皮膚の黄斑部のエルツィオーニ、アートライト、
アセッシ、[20、24 – 30] 問題のある心臓の心臓と弁
過症が発生することがあります。心臓痛、 [ 31 – 37] e 

マラッティ神経学。 [38 – 42] 

伝統的な神経学認知と精神疾患の統計的相関性。 

Una Ricerca su PubMed con “ Bartonella ” e le p
arole diricerca “depressione”、“mania”、“bipolar
e”、“depressionegrave”、“depressione”、“ansia”、

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R20
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R24
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R30
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R31
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R37
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R38
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R42


“panico”、“attacco di panico”、“psicosi” 」、「統合
失調症」は、最も重要な問題であると考えています。 

 うつ病 

 デメンザ 

 エンセファロパティア 

 暴力的なコンポルタメント 

 混乱する 

 コンポルタメント・コンバットティーボ 

 ソスタンツェの混乱[43 – 48] 

Alcuni articoli collegano Bartonella all'abuso di s

ostanze。 Bartonella viene più volte collegata all'
alcolismo in presenza di condizioni di vita al di s

otto degli 標準。エンドヴェノーザ・ハンノを介して、抗コ
ルピ制御を制御するために、バルトネッラとポッソーノ・エ
ッセレー・エスポストを介して、エンドヴェノーザ・ハンノ・ウ

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R43
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R48


ンエレヴァタ・プレヴァレンザ・ディ・ドロゲを安全に管理し
ます。 [49 – 53] I 3 は、バルトネラの重要な精神医学
の原因と、先例を探る最も重要な臨床データの重要
性を示しています。 

ヴァイア： 

カソ 1 

私は、カロライナ デル ノルドのカンペジオで、41 歳のミニ
ストロ ディ セッソ マスキーレを訪問し、個人的な活動に
参加しています。 Dopo il viaggio、il paziente ha d

escritto un piccolo linfonodo ascellare 「dolorant

e」 sul lato destro e ha riferito di 「febbre」。ハ リ
モッソ 3 ゼッチェ ディ チェルボ イクソデス ダッラ ガンバ エ 

ダッラ スパッラ。チンクエ・セッティマネ・ドーポ、アヴェヴァ・
ウン・リンフォノド・アチェッラーレ・デストロ「イングロサト・エ
・モルト・ファストディオーソ」、「カロリー・エッセッシボ」、イ

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R49
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R53
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/


ライラ、不穏な墓、そして新しいラビア・エキセントリック
な新しいソルジェンザ。常に最新の感覚を持ち、日々の
作業を迅速に進めます。ポメリディアン エラノの温度は 

98,7 ～ 99,9°F、ogni 3 giorni を登録してください。 

ライムの安全性を否定するために、テスト ディ ソルベグ
リアンツァの手順を実行し、コントロールとマラッティエ予
防センター (CDC) の安全性を確認し、クエスト診断、
ソスペッタヴァのバルトネッラを原因として一方的に報告
します。アッタカメント・イクソデス。 5 つの時期に、バル
トネッラの「アティピカ」を考慮して、さまざまな診断が行
われます。 

IgG およびIgM は、研究所でのさまざまな検査の中で
最も定期的に行われています。 IgM 時代のポジティブ
な結果 1:256。バルトネラの2 種については PCR 検査



を行ってください。否定的な場合は、 B henselae qua

ndo ripetuto の場合は陽性となります。 

連続したデュランテ・ル・デュ・セットマン、イル・パジエンテ
・スヴィルッポ、深刻なアジタツィオーネ、アタッチ・ディ・パ
ニックと憂鬱。うつ病の状況を定量的に把握し、うつ病
を診断するためのインベントリ (IDD)。 [54 – 56] IDD 

時代 39. 深刻なうつ病の診断に至るまでの期間中、
深刻な状況 (MD) を調べます。ベック不安在庫 (BAI) 

の 29 番目の状況では、正常な機能が 0 ～ 7 に達す
るまで、安全な検査が行われます。 (ジュディス・ベック、
個人通信、1994 年)。 [57 – 59] 

時代は、モグリと議論し、議論を交わし、ビッキエリ・ダ・
クチーナに来て、野球を楽しみ、セディア・ネル・ムロとセ
コ・ディ・カサ・スアをテーマにしています。前例では、時代
を超えた侮辱や不当なコントロール人物、メントレ・オラ

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R54
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R56
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R57
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R59


・ファセヴァ・エントランベ・レ・コーゼ・クアシ・オグニ・ジョル
ノ。ドルミバは 8 ～ 9 試合で、正常な状態で正常に動
作し、通常の速度で動作します。 

双極性障害、うつ病、躁病の先例となる遺伝学、双
極性障害などの精神疾患の診断を可能にします。 Il 

paziente ha guadagnato 15 libbre in 3 settiman

e con 1250 mg al giorno di Acido valproico、qui

ndi è stato provato con Carbonato di litio、300 

mg a collazione、pranzo e cena 、con 600 mg u

na volta alla sera (livello Sanguigno 1,1 mEq) /L)

。医療機関は、飯能ではなく、臨床上の重要な問題
を解決し、安全な状態で、安全な状態で分散すること
ができます。そのためには、3 つの設定が必要であること
を証明する必要があります。 



12.5 mg の投与量で、12.5 mg の投与量と 50 mg 

の初回投与量が 3 回の設定ごとに重要な意味を持つ
ため、非常に強力な制御を行うことができます。 25 m

g のジクエティアピナ アル マティーノ、25 mg のアル ポメ
リジオと 100 mg の投与量が連続して続きます。 Il pa

ziente ha riferito sorprendentemente di Sentirsi 

"bene" と "contento" con Questo farmaco a Que

ste dosi. 

クエストプント、イルパジエンテアベバアンコーラアングラン
デリンフォノド片側ドレンテ、アファティカメントと新しい丘
疹ソットイルブラッチョデストロ。バルトネッラの診断にお
いて、丘疹の同意が得られた場合、その原因は永続
的な片側性の大きな次元にあります。 

スラベースは、2 セットあたり 250 mg のデュエボルテ ア
ル ジョルノとリファンピシーナ 300 mg のデュエ ボルテ ア



ル ジョルノ コン イル シボを処方されます。パニックに陥
った場合は、5 つ以上の情報が表示されます。 Peggi

orò psichiatricamente: altamente reattivo、emot

ivamente instabile、marcatamenteirritabile。 50 

mg、コラツィオーネ、プランツォ EA 200 mg の投与量
で、即時に症状をコントロールできます。 

5 つの抗生物質を設定し、マニフェストを開始します。
投与量は、25 mg、コラツィオーネ、75 mg のプリマ デ
ィ コリカルシ、センザ リトルノ ディ アギタツィオーネ、また
はラビリタ デッロモアです。 

トゥッタヴィアは、抗生物質についての 3 つの設定をす
べて確認して、安全な検査を行います。 PubMed での
医療文書の改訂は、抗生物質の理想的な投与量と
、バルトネッラの要求に応じて、均一な医療サービスを
提供するための長期にわたる管理を行います。トゥッタ



ヴィア、私は抗生物質の 8 種類の抗生物質を使用し
て、安全な状態を維持します。 

私は精神病患者の症状が深刻であり、継続的にエス
シタロプラム 5 mg、クエティアピナ 6,5 mg、アルマッティ
ーノ 25 mg のボルタ アル ジョルノを継続的に服用して
います。 90% の個人情報を基に、他の情報と親密な
情報を共有します。バルトネッラの提示された問題を解
決するために、クエストの精神医学をサポートする必要
があります。特定の症状、私はイクソデスのキアラの即
時性を認識し、一方的な治療法とスコモドの症状を比
較し、その形式の新しい丘疹を実験し、「レッジェラ フェ
ッブレ」の感覚を刺激し、リスクを回避します。バルトネ
ラ菌の陽性反応、生体内でのバルトネラ菌の制御にお
ける 2 つの抗生物質の抗生物質の陽性反応性、PC

R の陽性反応性。感情を表現し、現代の正常な状態
を検証することができます。 



ヴァイア： 

カソ2 

In seguito all'adozione di 2 gatti giovani da un ri

fugio, una Studentessa di medicina ha segnalat

o un "insolito rash" sulle sue cosce, costituito da 

4 linee lineari di 4-9 cm, ciascuna di 0,5-1,0 cm 

diラルゲッツァ、チェ・パートノ・ダッラ・パルテ・スーペリアー
レ・デラ・コシア・ディタルメンテ。すべての皮膚ロゴは、皮
膚の血管腫性細菌の検査で、可能性のあるすべての
原因を確実に排除し、クッシングの症候群、カポジの
肉腫、および HIV の感染症を特定します。 

Il paziente presentava fattori di rischiosignificati

vi per Bartonella , inclusa l'adozione di gattini d

a un rifugio.多くのことを考えて、最高のアパルタメント 

2 つを楽しみながら、最高のパフォーマンスを楽しみまし

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/


ょう。ハ・スパイガト・チェ・イ・スオイ・ガッティ・レ・レッカー
ヴァーノ・アビチュアルメント・レ・マニ、時折レッカヴァーノ・
ラ・ボッカ、ラ・グラフィアノ、ラ・モルデヴァノ・デリカタメン
テ・メントレ・ジョカーヴァ。 

ラ・パジエンテ・ラメント・ヌオーヴィ・アッタッチ・ディ・パニッ
ク、プロフォンダ・イルレクエテッツァ・エ・うつ病、初期症
状の期間は、マニフェスト・レ・ヌオヴェ・エルツィオーニ・ス
ッラ・コーシアです。ベンゾジアゼピンやセロトニーナの安
全性を考慮した標準的な治療法ではありません。心
臓病の原因として抗うつ薬の治療を行っており、問題
の原因としてミルタザピンの治療を行っています。トラン
スダーミカの選択とプロピオンの選択は、ランシアの利益
をもたらす可能性をもたらします。 

Gli unici trattamenti che hanno mostrato un ben

eficio modesto (30%-40%) per Questo paziente 



sono stati l'escitalopram ad una do una dosgrad

ualmente aumentata a 30 mg al giorno, che è E
xcellent al dosaggio approvato dalla Food and 

Drug Administration statunitense e uppere al d

osaggio raccomandato sulla base di la maggior 

parte dellericerche sul farmaco、ma Questa dos

e ha lipotto la sua disperazione rispetto a uno S

tudio di 3 settimane con 20 mg。 IDD は、34 日
から 23 日までに 30 mg の用量を服用しています。自
律神経失調症 SAM-e (S-アデノシルメチオニナ) 600 

mg のオグニマッティナ。クエストは、うつ病に対する日
常的な用量で、口頭で 1200 ～ 1600 mg の超低用
量を投与します。憂鬱な状況を乗り越えるために、「使
い道」を見つけてください。 [60 ～ 65] 

けいれんの危険性とセロトニンの症状が 2 つの抗うつ
効果にあり、1 つの治療法が適用され、安全な治療が

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R60
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R65


必要な場合は、ベネフィチの活動に参加する必要があ
ります。 [ 66、67 ] 

8 つの問題を解決し、中程度のうつ病が残っている状
態を回復します。エスシタロプラム 60 mg と SAM-e 1

200 mg を 10 セット投与すると、うつ病の 90% が寛
解する可能性があります。非現存性セロトニン作動性
正常ミオクローノ、硬直性、無反射性、軽症、混乱、
興奮、過敏症、三月症状の不安定性、二月性、吐き
気、下痢、下痢、吐き気、またはラブドミオリシ。 Avev

a un po' di ansia residua、che è stata trattata co
n clonazepam 2 mg、1 compressa una volta al 

mattino e al pomeriggio e 2 qhs 、senza effetti 

Collateali di sedazione。 

情報を精緻に制限し、傷跡を残す記憶と治療の必要
性を高め、恩恵を享受できる精神療法を提供します。 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R66
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R67


Il suo psichiatra notò: 「脳の拡散を妨げる可能性が
あり、診断不能な感染症を引き起こす可能性がありま
す。非常に重要な画像を表示します。 2 月のグラフィオ 

ディ ガットで、フェッブレ ダ グラフィオ ディ ガットを見つけ
て、バルトネッラの血管腫の感染を防ぐために、フェッブ
レ ダ グラフィオ ディ ガットを見つけてください。 

Il paziente è stato sottoposto a cefuroxima 250 
mg due volte al giorno e azitromicina 250 mg 3 

volte al giorno。デュランテ ラ セッティマナ 1、イル パジ
エンテ、ディベンタート ピウ トリステ、イライラとスペランツ
ァの過敏症、パニックのような状況で、クロナゼパムの被
害を軽減します。 Tuttavia、entro la settimana 2 se

mbrava avere meno憂鬱と興奮。ソプレンデンテメン
テ、デュランテ ラ セットティマナ 3、ジョルノ 16 年頃、肌
の色を確認し、正常な状態で正常な状態を維持しま
す。 



8 つの問題が発生し、うつ病と不安症の症状が悪化し
ています。ハ・トレラート・ウナ・フォルテ・リドゥツィオーネ・
ディ・エントランビ・イ・ファルマチ、オヴェロ・レスシタロプラ
ム・エ・スタト・アッバッサト、25mgアル・ジョルノ・コン・ウ
ナ・ディミヌツィオーネ・デル・クロナゼパム、1mgウナ・ボル
タ・アル・マッティーノ、ポメリジオ・セラ。 SAM-e を完全
に理解します。ルーチンごとに、医療とプログラムをソロで
行うことができるようになります。 

Dopo 6 は、およそ 50% の期間に血管腫の細菌が存
在し、適切な時期に適切な感染症が発生したり、対
人関係に敏感になったり、生理前に重大な混乱が生
じたり、トリステッツァにイライラしたりする可能性がありま
す。 

Il suomedico thinkò che aveva una recidiva di B

artonella e le prescrisse rifampicina 300 mg 3 vo



lte al giorno e cefdinir 300 mg 3 volte al giorno 

per 12 settimane. Ha poi sostituito il Cefdinir co

n azitromicina 500 mg を 6 セットあたり 1 回の圧
縮で投与します。 Dopo Questo trattamento、la pa

ziente è tornata al livello basale、ora は、単独で 

10 mg のジ エスシタロプラム アル ジョルノ、コン クロナ
ゼパム 0,5 mg のアル マティーノと 0,75 mg のボルタ ア
ラ セラ、ウナ フラツィオーネ デッレ ドーシ プレフォリオを想
定しています。 Il medico di famiglia ritiene che gli 

antibiotici siano stati utili, ma è ancora incerto s
ul protocollo antibiotico “migliore” per Bartonell

a , sulla sulla suarevione dei mani sulle infezioni 

and degli articoli di Medline. 

ヴァイア： 

カソ 3 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/


中西部の人々は、大人の社会、パニック障害、パニッ
ク障害などの新しい社会的活動について、さまざまな情
報を収集しています。私はうつ病のIDD時代34から40

まで、すべてを解決し、アッサンツィオーネのステッサ・セッ
ティマナを経験しています。 BAI 時代は 29 年です。墓
は今もなお穏やかな状態にあります。フロリダのカンペジ
オとカッチャの時代を超えて、精神科医のスターヴァ・ベ
ネ・フィンチェの人生を、パイオ・ディ・メシ・プリマで過ごし
ましょう。 9 giorni 頃、「インフルエンザ」と「2 月」の感
情が成功しました。 Ha anche sviluppato 3 nuove 

丘疹の色は、sotto il braccio sinistro です。肌の美
しさ、最高のアタッカーメンティ、キアラのエッセンスをすべ
て完璧に保ち、カニやガッティを守ります。トゥッタヴィア
は、私たちの安全を守るために、私とフォグリーとチェスプ
グリのセルヴァティシ・デュランテ・ラ・カッチャと、私たちの
安全を守ります。完全に制御する必要はありません。 



ライムとマスターソンのマラッティアごとに抗生物質を即
時投与し、すべての健康状態、すべての位置、すべての
情報を完全に把握し、卵巣皮膚炎、ロザエオモジェネ
アの感染を防ぎます。アッラ・カヴィリア。 

ELISA Lab Corp の検査では、ライム 2 番目のソルベ
グリアンザ デルCDC 基準でウェスタンブロットを検査し、 

23 日以内にウェスタンブロット IgM を検査します。 Il s

uo striscio Differentenziale di Sangue ha eviden

ziato coccobacilli attaccati ad alcuni globuli ross

i (RBC), una capacità rara per i バッテリー, mar risc

ontrata in alcune infezioni da specie Bartonella 

americane. Bartonellaによる PCR は否定的であり、I

gG a 1:128 に対して肯定的です。メドラインは、バルト
ネラ菌に対する国際的な検査 PCR 検査を最も正確
に行います。宣誓能力を最大限に高めるための最新の
記事。 Ha deciso di trattare la Bartonella in Base 



all'elevata esposizione alle zecche del paziente、
all'infezione da zecche del suo amico、alle 3 nuo

ve papule del paziente、allo striscio di Sangue 

manee al suo titolo anticorpale anormale。 

L'internista ha trattato il paziente con doxiciclina 

100 mg due volte al giorno per 3 settimane sen

za alcun beneficio se non una Leggera Riduzion

e del mal di testa。 Lo ha poi trattato con rifamp

icina 300 mg due volte al giorno in combinazion

e con trimetoprim-sulfametossazolo alla dos di 

160 mg/800 mg due volte al giorno 1 回あたり。 

Il paziente ha avuto un notevole beneficio da Q

uest'ultimo trattamento ed è tornato per '85% a
l suo livello pschiatrico di Base.非プレゼンタヴァ ピ
ウ アルクナ アニシア ソーシャル、混乱を避けるために一



般的なパニックを引き起こします。 La sua MD 時代の 

IDD di 12 (限界値) は、100 mg のセルトラリナを基
準に設定されています。 

14 年頃、自動車事故が発生し、病院での富裕層と
安全性を確保するためにさまざまな介入が行われまし
た。 7 月 12 日頃、精神病の初期症状が発生しまし
た。バルトネッラの精神医学的診断を行うことができま
す。 Il paziente è stato sottoposto a rifabutina 30
0 mg al giorno con azitromicina 250 mg due vol

te al giorno。 

ネルコルソディ4-5セッティマン、私は約50％の精神病
患者の症状の緩和、5セッティーマンの寛解とうつ病、セ
ルトラリーナ100 mgの治療による精神病患者の回復。
セルトラリナでの定期的な制御は、時間の経過とともに



、100 mg または 150 mg の投与量を維持し、通常
の状態で行われます。 

ヴァイア： 

リスルティ 

私は、バルトネラ・センブラバノの一般的な意見を前例
として議論し、抗うつ薬、ベンゾジアゼピン、正常な抗
精神病薬などの治療法を検討しています。抗生物質
を安全に摂取するために、バルトネッラの感染症を予防
する必要があります。重要な意味を持つ方法で、その
瞬間は、日常生活の中で最も重要な役割を果たすこ
とができます。 

ヴァイア： 

ディスカッション 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/


La Bartonella con sinomi psichiatrici è rarament
e は、医療に関する議論を行っています。探求の中で、
スタジオ ディ パジエンティ コン ヌオーヴァ キアラ モビリタ 

精神病、アジタツィオーネ即興演奏、パニックやうつ病
の治療、バルトネッラの可能性を探求します。 

データは、クエスト・アーティコロとインクルードに含まれるこ
とを証明します: 地域の風土と動物の風土が来るガッ
ティ・ジョバーニ、パンクの証拠、可能性のある伝達、異
常な異常、「フェッブレ」、反身体陽性の検査、国連 P

CR 結果陽性、丘疹性丘疹、血管腫性細菌の皮膚
感染、安全性の向上に必要な精神科医の必要性、
有益な情報の限界、墓の傷跡の記憶。 

La presenza di sinomi pschiatrice indotti da Bart

onella non dovrebbe sorprendere。プリモ・ルオーゴ
で、私は精神医学を混乱させ、大脳を混乱させ、脳の



多様性を妨げるバルトネラの記録を作成します。 2 番
目に、バルトネッラの関連付けられたグロブリ ロッシ、バ
ルトネッラ(ウナ フラツィオーネ デッレ ディメンションディ グ
ロブリ ロッシ) は、バスコラーレ デル セルヴェッロのシステ
ムに関連しています。 [68 – 83]バルトネラの可能性の
ある病的精神病の影響によるバルトネラの症状、脳性
疾患、バルトネラの存在による神経学的障害、けいれ
ん、片麻痺、虚血性発作、ミエライトトラバーサと肉芽
腫症の症状が発生する複数、来てくださいメニンジャイ
トとエンセファライトが来ます。 [ 38、84、85 ] _ _ 

無限に、9 つの正貨をすべての正貨として、さまざまな
可能性を探り、正貨の可能性を探り、安全な精神状
態を維持することができます。バルトネッラの長期にわた
る精神病治療を行っています。 3 つ目は、その状態を
レトロに観察することです。ネッスンは、米ごとにすべてを
学びます。臨床診断の公式に応じて、必要な情報を

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R68
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R83
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R38
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R84
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R84


正確に検査し、豊富な情報を得ることができます。 Poi

ché la Bartonella è un'infezione emergente、non 

esiste uno standard chiaro di cura con il trattam

ento antibiotico、essendo stato condotto Solo 1 

studio randomizzato in doppio cieco che ha Coi

nvolto un breve studio con azitromicina。 [86] 

ラ・バルトネッラは緊急事態に直面しており、危険な状
況にあります。バルトネッラを制御する生体内での緊急
事態は、緊急に発生する可能性があります。検査室で
の診断を修正し、実際の生体内でのほとんどの検査を
行って、オフロノではなく均一な検査を行い、バルトネッ
ラ ソノ ピッコリとその検査結果をさまざまな制限で確認
します。 Pertanto、非プロポニアモ抗生物質、dosagg

io o durata del trattamento ottimali nel trattame

nto della Bartonella 。 3 か所の質問に基づいて、必
要な情報を確認し、手紙の内容をサポートします。 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/#R86


バルトネッラの影響を確実に証明する必要がある場合
は、バルトネッラの影響を確実に証明し、可能性を探り
、バルトネッラの影響を完全に証明してください。 

ヴァイア： 

結論 

バルトネッラの種の数を調べて、バルトネッラの種の数を
確認し、国家の研究室で遺言書を確認してください。 

Alcuni antibiotici sembrano avere un effetto, ma

il dosaggio e la durata non sono chiaramente安
定性o indicati da un'ampiareviatione della Lette

ratura。完全な撲滅に向けて、安全な医療を提供す
るために、臨床試験を行ってください。免疫力を維持す
るために、重要なストレスを引き起こす身体的ストレス
医療を可能にする可能性があります。重要な重要事

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2100128/


項は、バルトネッラの重要な情報であり、単独ではない
神経学的障害や精神医学的障害を引き起こします。 

ヴァイア： 

ピエ・ディ・ページに注意してください 

コメントはありますか:バルトネッラの影響は、パニックやうつ病の影響を及ぼしますか?私はコメントを書く
ことができ、記事の内容を詳しく知ることができます。 

私は、 MedGenMedの副監督である Paul Blumenthal 医師に、すべての責任を負うよう、電子メー
ルでMedGenMedに連絡することをお知らせします。 ude.drofnats@nemulbp 

ヴァイア： 

寄稿者情報 

James L. Schaller、ナポリ、フロリダ州タンパ 電子メール: moc.liamqrabme@r

ellahcsj 。 

グレン A. バークランド、Scuola di Odontoiatria della Temple University、ペ
ンシルバニア州フィラデルフィア 

PJ ラングホフ、ウィスコンシン州ハスティスフォード。 

ヴァイア： 

リフェリメンティ 
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